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令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

物
価
高
騰
対
策
生
活
応
援
給
付
金
な
ど
を
予
算
計
上

一
般
会
計
に
１
億
１
９
７
０
万
５
０
０
０
円
を
追
加

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
で

は
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
１
億
１
９
７
０
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
を

51
億
７
０
０
６
万
１
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
含
む
県
支

出
金
に
４
９
６
３
万
１
０
０
０
円

な
ど
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
自
伐
型
林
業
】

▽
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
費

用
な
ど
に
６
２
５
万
円
、
▽
自
伐

型
林
業
に
必
要
と
な
る
機
械
の

リ
ー
ス
料
な
ど
に
５
３
５
万
円
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
】

▽
４
回
目
接
種
の
費
用
と
し
て

３
３
６
万
４
０
０
０
円
。

【
物
価
高
騰
対
策
】

▽
物
価
高
騰
対
策
生
活
応
援
給

付
金
に
３
１
７
５
万
円
、
▽
子

育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金
に

１
５
９
０
万
円
。

問　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援

金
の
支
給
要
件
は
ど
う
か
。

答　
今
回
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
支
援
金
は
、
所
得
制
限
に
該
当

す
る
方
の
分
を
含
め
て
、
す
べ
て

の
子
ど
も
を
対
象
に
３
万
円
を
支

給
す
る
予
定
だ
。

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
人
事
、
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
８
件
で
、
う
ち
１
件
の
議
案

が
取
り
下
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
議
案
は
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
人
が
登
壇
し
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
村
政
を
た
だ
し
ま

し
た
。

○
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

　

４
月
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
識

の
あ
る
県
職
員
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
制
度
」を
活
用
し
た（
株
）

富
士
通
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
の
派
遣
社
員

と
合
わ
せ
て
、県
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の

（
株
）ネ
ク
ス
ト
と「
Ｄ
Ｘ
推
進
連

携
協
定
」を
締
結
し
、本
村
の
Ｄ
Ｘ

の
導
入
体
制
を
整
え
た
。

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

　

３
月
に（
株
）い
わ
て
県
北
ク

リ
ー
ン
と（
株
）タ
ク
マ
エ
ナ
ジ
ー
、

本
村
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

　

役
場
庁
舎
用
の
電
力
と
し
て
、

村
内
で
の
産
廃
処
理
の
過
程
で
発

電
さ
れ
る
電
力
を
導
入
し
、電
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
開
始

し
た
。

　

ま
た
、村
内
の
間
伐
材
等
を
活
用

す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、今
年
度

も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
３
名
任

命
。１
名
は
、村
内
の
要
支
援
者
世

帯
を
家
庭
訪
問
し
、困
り
ご
と
相

談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。２
名

は
自
伐
型
林
業
の
技
術
習
得
や
村

の
広
報
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

○
伊
保
内
高
校
支
援

　

今
年
度
の
入
学
者
数
は
、県
外

か
ら
の
入
学
者
を
含
め
て
26
名
と

な
り
、昨
年
の
入
学
者
か
ら
11
名

の
増
と
な
っ
た
。引
き
続
き
、魅
力

的
な
高
校
の
実
現
に
向
け
て
支
援

し
て
い
く
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

60
歳
以
上
の
４
回
目
接
種
に
向

け
て
、７
月
12
日
か
ら
集
団
接
種
を

開
始
す
る
。９
月
末
ま
で
に
は
、対

歳
出
の
主
な
補
正
予
算

補
正
予
算
に
対
す
る
質
疑

物価の高騰などにより厳しさが増す地域経済（写真=伊保内商店街）

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会（
３
月
定
例
会
）以
降
の
行
政
執
行
に
関
し
、

村
長
か
ら
行
政
報
告
が
、教
育
長
か
ら
教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
こ
で
は
、主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

象
者
の
接
種
が
完
了
す
る
見
込
み
。

　

今
後
と
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機

会
提
供
に
努
め
て
い
く
。

○
産
直
オ
ド
デ
館
の
改
修

　

オ
ド
デ
館
南
側
の
駐
車
場
整
備

や
集
出
荷
建
屋
の
建
築
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。５
月
に
駐
車
場
の

測
量
設
計
業
務
契
約
を
締
結
し

て
い
る
。

〇
村
営
戸
田
牧
野
の
管
理

　

４
月
28
日
に
本
年
度
の
開
牧
を

行
っ
た
。今
後
と
も
預
託
牛
に
事

故
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、

適
切
な
育
成
管
理
に
努
め
る
。

○
総
合
公
社
の
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

　

現
在
、新
規
就
農
支
援
に
係
る

機
能
強
化
に
努
め
て
お
り
、３
人
の

研
修
生
が
栽
培
技
術
や
農
業
経

営
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今

後
も
研
修
生
の
募
集
を
行
い
、本

村
へ
の
移
住
定
住
に
つ
な
げ
た
い
。

○
持
続
可
能
で
良
質
な
教
育
環
境

の
整
備

　

持
続
可
能
で
良
質
な
教
育
環
境

を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
く

た
め
に
、具
体
案
を
早
急
に
村
民

に
お
示
し
し
、丁
寧
な
説
明
に
務
め

な
が
ら
、年
内
に
は
、多
く
の
村
民

の
合
意
を
得
る
方
向
で
進
め
た
い
。

○
教
員
の
資
質
向
上

　

５
月
に
学
校
訪
問
を
行
い
、面

談
、授
業
参
観
な
ど
を
実
施
し
、本

村
が
目
指
す
教
育
を
理
解
し
、実

践
す
る
よ
う
要
請
し
た
。各
学
校

か
ら
は
順
調
に
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

が
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。

○
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　

一
昨
年
か
ら
学
校
事
務
の
共
同

実
施
の
導
入
を
進
め
て
お
り
、令
和

5
年
度
の
本
格
運
用
を
目
指
し
て

い
る
。こ
の
共
同
実
施
は
、小
中
学

校
で
の
徴
収
金
を
口
座
振
替
と
す

る
こ
と
で
、学
校
現
場
の
多
忙
化
の

解
消
を
図
り
、会
計
処
理
の
簡
素

化
と
リ
ス
ク
管
理
を
図
る
も
の
だ
。

○
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

　

本
村
の
児
童
生
徒
へ
の
ス
ポ
ー

ツ・
文
化
活
動
参
加
の
機
会
確
保

と
競
技
力
の
向
上
に
向
け
た
基
本

方
針
の
策
定
に
向
け
、今
年
度
中

に
関
係
団
体
の
代
表
者
か
ら
な
る

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
方
向

で
準
備
を
進
め
る
。

○
学
校
給
食
の
提
供
に
つ
い
て

　
「
食
べ
物
を
大
事
に
す
る
」と
い

う
姿
勢
を
育
む
必
要
か
ら
、７
月

と
11
月
に
伊
保
内
小
学
校
と
長

興
寺
小
学
校
児
童
を
対
象
に
食

品
納
入
業
者
の
協
力
も
得
て「
世

界
と
食
」、「
流
通
と
食
」を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
実
施
す
る
計
画
だ
。

○
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

各
種
教
室
、講
座
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
管

理
を
施
し
て
い
く
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導

入
状
況
に
つ
い
て

　

村
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
学

校
運
営
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、児
童
生
徒
の
健
全

育
成
に
向
け
た
地
域
と
の
連
携
の

枠
組
み
が
で
き
た
の
で
、今
後
、そ

の
運
営
と
活
動
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

高校の魅力化に取り組む伊保内高校

周辺整備が進むオドデ館

心をひとつにして発表する子どもたち心をひとつにして発表する子どもたち
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▼▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
に
、木
戸
場
誠
さ
ん（
平
内
）を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。任

期
は
、令
和
４
年
７
月
７
日
か
ら
令
和

７
年
７
月
６
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
に
、髙
橋
治
巳
さ
ん（
南
田
）を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。任

期
は
、令
和
４
年
７
月
15
日
か
ら
令
和

７
年
７
月
14
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の
審
査

や
決
定
を
行
い
ま
す
。

▼▼
九
戸
村
環
境
美
化
条
例

　

村
民
の
環
境
美
化
に
対
す
る
意

識
を
向
上
さ
せ
、快
適
で
さ
わ
や
か

な
生
活
環
境
の
も
と
で
、誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

▼▼
オ
ド
デ
館
増
改
修
工
事
の
請
負

変
更
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
30
日
に
議
会
の

議
決
を
得
た
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

そ
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

〇
変
更
の
内
容
は
、当
初
の
請
負

金
額
２
億
５
０
８
０
万
円
を
、３
億

３
６
２
万
５
３
０
０
円
に
増
額
す

る
も
の
。

〇
変
更
の
理
由
は
、資
材
の
高
騰

並
び
に
工
期
延
伸
に
よ
る
現
場

経
費
の
増
大
等
で
設
計
変
更
が

必
要
に
な
っ
た
た
め
。

※
こ
の
議
案
は
、６
月
17
日
の
本

会
議
で
村
長
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

議
案
の
撤
回
を
許
可
し
ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
に
１
億
１
９
７
０
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
、51
億
７
０

０
６
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

▼▼
令
和
４
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

予
算
総
額
に
５
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、９
６
９
５
万
２
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
内
容
は
、受
益
者
分
担

金
に
か
か
る
過
誤
納
還
付
金
で
す
。

▼▼
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　　

予
算
総
額
に
２
９
９
万

円
を
追
加
し
、１
億
６
２
４

１
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。

　

予
算
の
内
容
は
、受
益
者

分
担
金
に
か
か
る
過
誤
納
還

付
金
で
す
。

▼▼
令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

に
26
万
円
を
追
加
し
、収
益

的
収
入
及
び
支
出
の
総
額

を
１
億
４
１
２
１
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

予
算
の
内
容
は
、支
出
で
、

修
繕
費
の
減
額
と
研
修
旅

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

第第22回定例会回定例会
こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

条
　
　
例

議
決
事
件

　

み
な
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請

願
は
、第
２
回
定
例
会
で
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
の
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に

関
す
る
請
願

▽
請
願
者　

新
岩
手
農
業
協
同

組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

畑

中
新
吉

▽
紹
介
議
員　
渡　

保
男

▽
要
旨　
生
産
者
が
意
欲
を
も
っ

て
作
付
け
し
、将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
な
営
農
・
農
地
維
持
が
展
望

で
き
る
よ
う
、現
場
の
課
題
を
十

分
に
検
証
し
た
う
え
で
制
度
設
計

が
な
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
意
見

書
を
、国
会
と
国
の
関
係
機
関
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
。

〇
令
和
４
年
度
の
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に

関
す
る
意
見
書

　

議
員
発
議
と
し
て
、意
見
書
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
賛
成
で
可
決
し
、国
会
と

国
の
行
政
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

人
　
　
事

令和4年第２回定例会　議員ごとの賛否の状況
議案等
番　号 議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議　
　
案

第１号
人
事

固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し同意を
求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

同
意

第２号 固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し同意を
求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第３号 条
例九戸村環境美化推進条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可

決

第４号 議
決

事
件

オドデ館増改修工事の請負変更契約の締結に関し議決
を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 撤

回

第５号

補
正
予
算

令和４年度一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

可　
決

第６号 令和４年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１
号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第７号 令和４年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第８号 令和４年度水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
請
願

令和４年
第１号

令和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しに関する
請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 採

択

発
議 第１号 令和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しに関する

意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可
決

※表の見方：「○」×」は反対、「欠」は欠席、「-」は採決に加わらなかった。
※櫻庭豊太郎議長は賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。それ以外は採決に加わりません。

令和４年度の水田活用の直接支払交付金の 
見直しに関する意見書

　今般、国から令和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しが示さ
れております。
　特にも交付対象水田の扱いの大きな見直しについては、生産現場で
は、農地の集積・集約に取り組みながら、産地づくりに取り組んできた中
で、交付対象から除外される農地が出ることにより、農地の維持が困難と
なり耕作放棄地の増加につながること等、懸念の声が上がっております。
　また、多年生作物に対する戦略作物助成の単価の見直しについては、
現在、海外からの輸入乾牧草も高騰している状態が続いている中で、令
和４年度からの運用はあまりに急であり、現場に混乱を来しております。
　つきましては、生産者が意欲をもって作付けし、将来にわたって安定的
な営農・農地の維持が展望できるよう、現場の課題を十分に検証したうえ
で制度設計がなされるよう、下記のとおり要望いたします。

記
１　今回の見直しにより、交付金の対象水田から除外されることにより、
農地維持や、農業水利施設の管理が困難になり、耕作放棄地の増加や
離農者の増加等が懸念されることから、運用にあたっては、丁寧な説明
を行うとともに、生産現場の実態や課題を十分に踏まえて進めること。
２　農地及び集落の維持のため、交付対象水田を畑地化した場合にあっ
ても、土地利用型の営農形態でも生産者の所得が減少せず、意欲を
もって生産活動に取り組めるよう、新たな支援措置を速やかに講じるこ
と。
３　多年生作物（牧草）の扱いについては、畜産農家は自給飼料確保のた
めに水田を賃借している。今回のような唐突な見直しにより交付金が削
減された場合、賃借料の負担が大きくなり、賃貸借契約の継続にも影響
を及ぼすことから、営農計画等を十分に検討する期間を設けること。
　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和４年６月17日

岩手県九戸村議会

補
正
予
算

増改修工事が進むオドデ館

木戸場誠さん髙橋治巳さん

あ
な
た
の
請
願
と
陳
情

採
　
択

議
員
発
議



くのへ議会だより　第226号・令和5年1月18日発行 〈6〉くのへ議会だより　第226号・令和5年1月18日発行〈7〉

　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
が

７
月
５
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
２

件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼▼
オ
ド
デ
館
増
改
修
工
事
の
請
負

変
更
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
30
日

に
議
会
の
議
決
を
得
た

請
負
契
約
に
つ
い
て
、そ

の
㆒
部
を
変
更
す
る

も
の
。

〇
変
更
の
内
容
は
、

当
初
の
請
負
金
額

２
億
５
０
８
０
万
円

を
、３
億
94
万
４
６
０

０
円
に
増
額
す
る
も
の
。

〇
変
更
の
理
由
は
、工

期
延
伸
に
よ
る
諸
経
費

の
増
大
、利
便
性
を
考

慮
し
た
配
置
変
更
並
び

に
資
材
高
騰
の
影
響
に

よ
り
設
計
変
更
が
必

要
に
な
っ
た
た
め
。

▼▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
27
万
４
０

０
０
円
を
追
加
し
、予
算
の
総
額

を
51
億
７
０
３
３
万
５
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
助
成
金
を
追
加
す
る
も
の
。

第
３
回
臨
時
会

議
決
事
件

補
正
予
算

オドデ館の工事現場を視察する議員

　

令
和
４
年
第
４
回
臨
時
会
が

８
月
１
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
１

件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼▼
九
戸
村
共
同
住
宅
整
備
事
業
設

計・建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

〇
工
事
名　

九
戸
村
共
同
住
宅

整
備
事
業
設
計・建
設
工
事

〇
工
事
場
所　

九
戸
村
大
字
伊

保
内
地
内

〇
契
約
金
額  

１
億
１
２
０
万
円

〇
請
負
者　

盛
岡
市
西
仙
北
１

丁
目
16
番
地
10
号

大
和
リ
ー
ス（
株
）岩
手
支
店

令和4年第３回臨時会　議員ごとの賛否の状況
議案等
番　号 議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議
案

第１号 議決
事件

オドデ館増改修工事の請負変更契約の締結に関し議決
を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可

決

第２号 補正
予算 令和４年度一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可

決

※表の見方：「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「-」は採決に加わらなかった。
※櫻庭豊太郎議長は賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。それ以外は採決に加わりません。

第
４
回
臨
時
会

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
業
者

選
考
に
あ
た
っ
て
、業
者
選
考
の

審
査
会
の
検
討
に
必
要
な
技
術
系

の
職
員
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

　
ま
た
、契
約
金
額
が
妥
当
で
あ

る
と
認
識
す
る
に
は
説
明
が
不

十
分
だ
。契
約
金
額
に
つ
い
て
、十

分
に
検
討
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を

は
っ
き
り
と
提
示
し
て
契
約
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、こ
の
議
案

に
反
対
す
る
。

反
対
討
論  

山
下 

勝
議
員

洪水により住宅浸水した現場（黒沢地区）

　

令
和
４
年
第
５
回
臨
時
会
が

８
月
25
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
１

件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
12
億
８
３

９
８
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、予

算
の
総
額
を
64
億
５
４
３
１
万
７

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▽
８
月
３
日
に
村
内
で
発
生
し
た

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

た
公
共
土
木
施
設
や
農
地
農
林

施
設
災
害
の
復
旧
費
を
予
算
計

上
す
る
も
の
。

第
５
回
臨
時
会

補
正
予
算

道路が削りとられた現場（平内地区）

　

８
月
３
日
に
降
り
続
い
た
大
雨

の
影
響
で
、村
内
の
各
所
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
雨
災
害
で
は
、村
内
の
５

か
所
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、16

世
帯
29
人
の
避
難
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

議
会
産
業
民
生
常
任
委
員
会

で
は
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、８
月

10
日
に
災
害
現
場
の
視
察
・
調
査

を
行
い
ま
し
た
。改
め
て
、想
像
以

上
の
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
に
は
、議
員
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、村
長
か
ら
村

内
の
被
害
状
況
の
報
告
が
あ
り
、

早
期
の
復
旧
に
取
り
組
む
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

令和4年第４回臨時会　議員ごとの賛否の状況

議案等
番　号 議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議
案 第１号 議決

事件
九戸村共同住宅整備事業設計・建設工事の請負
契約の締結に関し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 - 可

決

※表の見方：「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「-」は採決に加わらなかった。
※櫻庭豊太郎議長は賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。それ以外は採決に加わりません。

令和4年第５回臨時会　議員ごとの賛否の状況

議案等
番　号 議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議
案 第１号 補正

予算 令和４年度一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可
決

※表の見方：「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「-」は採決に加わらなかった。
※櫻庭豊太郎議長は賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。それ以外は採決に加わりません。

　

令
和
４
年
第
６
回
臨
時
会
が
８

月
26
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
２

件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
４
５
４
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
を
64
億
５
８
８
６
万
円
と
し
ま

し
た
。

▽
索
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

▼▼
令
和
４
年
度
索
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
４
５
４
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
を
１
９
３
１
万
９
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

▽
８
月
３
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
に
よ
っ
て
索
道
施
設
に
被
害
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
復
旧
工
事

費
を
予
算
計
上
す
る
も
の
。

第
６
回
臨
時
会

令和4年第６回臨時会　議員ごとの賛否の状況
議案等
番　号 議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議
案

第１号 補正
予算 令和４年度一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可

決

第２号 補正
予算 令和４年度索道事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可

決

※表の見方：「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「-」は採決に加わらなかった。
※櫻庭豊太郎議長は賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。それ以外は採決に加わりません。
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議員は何をしているの？
議員や議会は何をしているの？という声を聞きます。

ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。

①
…
請
願
書（
陳
情
書
）は
、そ
の

趣
旨
、理
由
を
簡
潔
に
わ
か
り

や
す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
…
提
出
年
月
日
、提
出
者
の

住
所
、氏
名
を
書
い
て
押
印
し

て
く
だ
さ
い
。

③
…
請
願
書
は
一
人
以
上
の
紹

介
議
員
が
必
要
で
、表
紙
に

自
書
に
よ
る
署
名
ま
た
は
記

名
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
…
紹
介
議
員
が
付
か
な
い
と

き
は
陳
情
書
と
し
て
く
だ
さ

い
。

⑤
…
道
路
等
は
、簡
単
な
地
図・

略
図・図
面
等
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

　
（
記
入
例
）

請
願・陳
情
の

出
し
方

	 １日	 議会運営委員会・議員全員協議会
	 ５日	 議会運営委員会
	 	 令和４年第３回臨時会　本会議（議案審議）
	１３日	 カシオペア連邦議会議員協議会総会・議員研修会
	１９日	 北部地区町村議会議長会議員研修会
	２６日	 九戸村村政調査会・議員全員協議会
	２７日	 九戸村村政調査会

７
月

	 １日	 議会運営委員会
	 	 令和４年第４回臨時会　本会議（議案審議）
	 ２日	 二戸地区広域行政事務組合行政視察研修
	１０日	 議会産業民生常任委員会・8/3豪雨災害被災状況の調査
	２５日	 議会運営委員会
	 	 議員全員協議会
	 	 九戸村村政調査会
	 	 令和４年第５回臨時会　本会議（議案審議）
	2６日	 議会運営委員会
	 	 令和４年第６回臨時会　本会議（議案審議）

８
月

豪雨災害の状況を検討する産業民生常任委員会豪雨災害の状況を検討する産業民生常任委員会

	 ５日	 議会運営委員会
	 	 令和４年第３回定例会　本会議（開会、議案提案）
	 	 議員全員協議会、村政調査会、各常任委員会
	 ８日	 令和４年第３回定例会　本会議（一般質問）
	１６日	 令和４年第３回定例会　本会議（議案審議、閉会）
	２８日	 九戸村村政調査会

９
月

　
８
月
３
日
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、村
内
で
は
道
路
や
河
川
、水
路
、

農
地
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。議
会
産
業
民
生
常
任
委
員

会（
川
戸
茂
男
委
員
長
）で
は
、状
況
を
把
握
す
る
た
め
、特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
場
所
を
中
心
に
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、広
範
囲
に
わ
た
り
影
響
を
及
ぼ
し
た

今
回
の
豪
雨
。被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、議
会
と
し

て
も
各
地
域
か
ら
の
声
を
村
に
届
け
、早
期
の
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

河川の増水により村道が決壊（瀬月内地区）

水路の氾濫により道路が陥没（平内地区） 洪水により道路が崩壊（黒沢地区）

令和４年８月3日の

豪雨災害からの早期復旧を!!
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～村政を問う～
一般質問に８人が登壇

　６月定例会での一般質問は６月1６日、１７日の２日間で行われ、８人の議員が一般質問
に登壇し、活発な議論が展開されました。
　掲載している内容は、紙面の都合で要約しています。
　全文記録（議事録）は、村ホームページでご覧いただけます。

質問議員
（質問順） 質　問　事　項 掲載

ページ

川戸　茂男 議員 ○持続可能で良質な教育環境の整備について
○産直施設オドデ館のリニューアルオープンに向けた体制について 12

桂川　俊明 議員
○若者定住対策について
○農業所得向上対策について
〇ふるさとの館について

13

山下　　勝 議員 ○九戸村総合発展計画について
○地域おこし協力隊のサポートについて 14

坂本　豊彦 議員 ○組織の運営について
○各種事業計画の策定に係る進捗状況について 15

大﨑　優一 議員 ○村政運営について
○教育環境の実態について 16

保大木信子 議員 ○教育環境について
○保育環境について 17

古舘　　巖 議員
○企業誘致の促進について
○国道３４０号長興寺地区の整備について
〇村の航空写真について

18

久保えみ子 議員
○物価高騰から暮らしを守る対策について
○新型コロナウイルス感染症対策の取り組みについて
○農業振興について

19

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
などについて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。
　九戸村では、一人60分以内の制限時間で質問を行います。

※一般質問はアクリルパーテーションを設置したうえで、マスクをはずして行っています。

懇談会の主なテーマ
①高齢者・健康・交通
②子育て・教育
③安心・安全（防犯・防災）
④文化・歴史・スポーツ・地域資源・生涯学習
⑤農林業・商業・工業・その他の産業
⑥環境
⑦地域活性化の仕組みづくり
（交流・協働・広報・イベント・次世代育成）
⑧その他

開催方法
■ 開催する団体・グループの条件 : 概ね10 人以上の出席が見込めること。
■ 日時・場所について : 申し込み団体と議会で相談をして決定します。
■ 出席する議員 : 6人程度(懇談会のテーマごとに、担当する常任委員会となります。)
■ 懇談会の持ち方 : 申し込み団体の代表者と議会で相談して決定します。

あなたのご意見をお聞かせください！

議会と村民との懇談会
　九戸村議会は、村民の皆様との交流を通し、住みよいむらづくりに向け
語り合い、皆様のご意見を村政に反映させたいと考えています。
　私たち議員に皆様の声をお聞かせください。

開会あいさつ
（5分）

議会の役割に
ついての説明

（5分）

テーマに沿った
意見等の発表
（20分）

テーマについて
全体での懇談
（60分）

+ + +

全体時間概ね90分

=

■FAX、メール、郵送でお申し込みください。
　FAX 0195-41-1005 mail gikai@vill.kunohe.iwate.jp
　郵送の場合 〒028-6502 九戸村大字伊保内 10-11-6 九戸村議会事務局 宛て
■お問い合わせ先　九戸村役場議会事務局　電話 42-2111

申込み
方　法

議会産業民生常任委員とオドデ館友の会との
意見交換会（R4.5.20）

募集中
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結
果
は
、現
状
維
持
を
望
む
声

は
少
数
で
あ
り
、改
善
を
望
む

声
が
多
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と

捉
え
て
お
り
、村
民
の
意
向
は

把
握
で
き
た
と
の
認
識
だ
。特
に

も
保
護
者
の
方
々
は
、本
村
の

教
育
環
境
に
対
す
る
不
満
や
不

安
の
思
い
が
切
実
で
あ
り
、一
刻

も
早
く
具
体
的
な
案
を
示
す
よ

う
求
め
る
声
が
多
い
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、持
続
可

能
で
良
質
な
教
育
環
境
を
提

供
す
る
た
め
の
方
策
案
を
早
期

に
作
成
し
、お
示
し
し
、多
く
の

方
々
か
ら
の
納
得
と
合
意
を
得

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

書
に
は
、学
校
の
再
編
統
合
の

方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
に
、厳
し
い
批
判
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
村
民
、特
に
も
保
護
者
の
声

を
大
事
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

村
長
の
立
場
は
、す
べ

て
の
住
民
の
幸
福
を
実
現
す
る

と
い
う
使
命
が
負
託
さ
れ
て
い

る
。村
民
の
声
、保
護
者
の
声
は

大
事
に
し
て
い
く
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、未
だ
に
学
校

再
編
の
方
向
性
を
打
ち
出
せ
ず

に
い
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ

か
ら
も
村
民
、保
護
者
の
声
を

大
事
に
し
て
、丁
寧
に
執
行
し
て

い
く
。

問　
良
質
な
教
育
環
境
を
提
供

す
る
た
め
の
議
論
は
既
に
尽
く

さ
れ
、意
向
の
把
握
も
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。

　
一
日
も
早
く
、児
童
生
徒
の

た
め
の
望
ま
し
い
環
境
づ
く
り

に
具
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

教
育
長　

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

理
部
長
を
入
れ
替
え
、体
制
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。し
か
し

な
が
ら
、公
社
全
体
と
し
て
人

手
不
足
で
あ
り
、今
後
の
公
社

の
発
展
を
考
え
た
場
合
、職
員

の
拡
充
と
育
成
は
欠
か
せ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
、米
価
の
下
落・

肥
料
価
格・燃
料
の
高
騰
等
で

農
業
所
得
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
。村
と
し
て
、支
援
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

村
長　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
、諸

物
価
の
高
騰
な
ど
、様
々
な
情

勢
が
絡
み
合
い
、農
業
生
産
者

に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

村
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
支

援
と
し
て
、産
業
活
性
化
支
援

助
成
事
業
の
実
施
や
米
価
下
落

に
伴
い
、主
食
用
米
生
産
者
に

助
成
金
を
交
付
し
て
き
た
。ま

た
、野
菜
価
格
安
定
補
償
制
度

に
よ
り
価
格
の
補
償
も
実
施
し

て
い
る
。

　

今
後
も
国
、県
の
動
向
を
注

視
し
、生
産
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

一
般
質
問

問　
教
育
委
員
会
に
よ
り
懇
談

会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、村
民
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、そ
の
結

果
報
告
書
が
全
世
帯
に
配
布
と

な
っ
た
。

　
一
連
の
取
り
組
み
が
一
区
切

り
し
た
現
在
、整
備
に
向
け
た

村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

以
前
の
小
中
一
貫
校

に
統
合
す
る
と
い
う
方
針
が
白

紙
に
戻
さ
れ
、既
に
２
年
以
上

が
経
過
し
た
が
、未
だ
具
体
的
な

方
向
性
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
進
ま
な
か
っ
た
結
果

と
し
て
、申
し
訳
な
い
と
い
う
気

持
ち
だ
。

　

私
の
考
え
は
、村
民
の
十
分

な
理
解
を
得
た
上
で
可
能
な
限

り
早
期
に
方
向
性
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
だ
。

　

そ
の
方
向
性
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、教
育
環
境
整

備
を
促
進
す
る
た
め
に
村
当

局
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

川戸茂男 議員

持続可能で良質な教育環境の
整備の考えはどうか
村長▶方向性を決定することができれば、
　　　全力で取り組む

一
般
質
問

村
民
や
保
護
者
の
声
を
大
事
に
す
べ
き

一
日
も
早
く

具
体
的
な
行
動
を

問　

雇
用
の
場
を
創
出
し
て

「
若
者
の
定
住
」を
図
る
こ
と

が
人
口
減
少
、少
子
化
対
策
に

欠
か
せ
な
い
。本
村
の
企
業
誘

致
の
取
り
組
み
と
既
存
企
業
へ

の
支
援
状
況
は
ど
う
か
。

村
長　

企
業
誘
致
は
、人
と
人

の
ご
縁
で
誘
致
に
つ
な
が
っ
た
話

を
よ
く
耳
に
す
る
。今
後
は
、可

能
な
限
り
積
極
的
に
村
内
外
に

出
向
い
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
２
年
以
上
に
及
ぶ

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、村
内
の
企

業
や
店
舗
、生
産
者
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
経
済
活
動
に
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
る
。

　

村
で
は
、そ
の
対
策
と
し
て
、新

た
な
事
業
展
開
等
に
取
り
組
む

企
業
等
を
支
援
す
る
村
独
自
の

助
成
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
は
、人
材
の
誘
致・

定
着
の
機
会
と
も
な
る
の
で
、

立
地
企
業
と
の
連
携
を
一
層
図

り
な
が
ら
、人
材
の
募
集
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

九
戸
村
総
合
公
社
の
持

続
的
な
成
長
に
は
、新
た
な
発

想
を
取
り
入
れ
た
運
営
が
必

要
と
思
う
。地
元
新
卒
者
を
雇

用
し
、将
来
を
見
据
え
た
経
営

が
必
要
と
思
う
が
、考
え
は
ど

う
か
。

村
長　

村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で

あ
る
公
社
の
経
営・運
営
は
、長

年
の
赤
字
経
営
か
ら
脱
却
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、ま
た
、さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
、十
分
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
も
で
き
て
い

な
かっ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、令
和
２
年
12
月
に

副
村
長
を
専
務
取
締
役
に
選

任
し
、公
社
の
経
営
改
革
を
開

始
し
た
。ま
た
、本
年
４
月
か
ら

新
た
に
店
舗
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補

と
し
て
１
名
採
用
し
た
ほ
か
、公

社
全
体
を
管
理
す
る
業
務
管

桂川俊明 議員

企業誘致、企業への支援状況
はどうか
村長▶立地企業と連携し、人材の募集に
　　　取り組んでいく

総
合
公
社
で

地
元
採
用
を
増
や
せ

問　

単
身
世
帯
用
村
営
住
宅

の
建
築
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、ふ
る
さ
と
の
館
の

宿
泊
室
の
増
改
築
で
対
応
で

き
な
い
か
。

村
長　

単
身
世
帯
用
村
営
住

宅
は
、高
校
生
も
対
象
と
し
た

い
。昨
年
度
、高
校
を
視
察
に
来

ら
れ
た
県
外
の
中
学
生
の
中
に

は
、ふ
る
さ
と
の
館
が
高
校
や
商

店
街
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い
る
こ

と
に
違
和
感
を
訴
え
る
生
徒
も

あ
っ
た
。こ
の
た
め
、ま
ず
は
村

所
有
の
元
伊
保
内
高
校
教
員

住
宅
跡
地
に
住
宅
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
働
き
方
が
変
わ
り
、長
期
滞

在
の
需
要
も
高
ま
っ
て
お
り
、今

後
、移
住
者
を
増
や
し
て
い
く
た

め
に
も
単
身
世
帯
用
の
住
宅
は

ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
の
館
の
増
改
築
は
ど
う
か

雇用の場の確保が若者の定住には必要（写真=工業団地）雇用の場の確保が若者の定住には必要（写真=工業団地）

産
直
施
設
オ
ド
デ
館
の
運
営
は

問　
オ
ド
デ
館
友
の
会
の
あ
り

方
や
利
用
料
の
見
直
し
が
総
合

公
社
か
ら
提
案
さ
れ
、友
の
会

で
は
提
案
に
困
惑
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、見
直
し
の
目
的

は
何
か
。

村
長　

オ
ド
デ
館
に
出
荷
を
希

望
す
る
場
合
は
、オ
ド
デ
館
友
の

会
に
入
会
す
る
こ
と
を
条
件
に

友
の
会
理
事
会
で
審
査
し
許
可

し
て
き
た
。

　

今
般
、村
内
の
事
業
者
で
、明

確
な
理
由
が
な
い
ま
ま
に
入
会

を
断
ら
れ
た
事
例
が
あ
り
、そ
の

事
業
者
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

確
認
し
な
が
ら
、改
革
案
を
提

示
し
、友
の
会
か
ら
も
理
事
会
の

総
意
と
し
て
、私
の
提
案
に
同
意

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

一
方
で
、既
に
オ
ド
デ
館
に
商

品
を
出
荷
し
て
い
る
方
の
中
に

は
、同
業
者
や
同
様
の
商
品
が

増
え
る
こ
と
で
、自
分
の
売
り
上

げ
が
減
る
こ
と
を
心
配
す
る
方

も
い
る
よ
う
だ
が
、村
の
施
設
で

あ
る
以
上
、条
例
等
に
基
づ
い
た

公
平
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

が
大
原
則
だ
と
考
え
て
い
る
。

来場者で賑わうオドデ館来場者で賑わうオドデ館

農
業
所
得
向
上
対
策

に
つ
い
て
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問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
役

割
が
村
職
員
の
補
充
業
務
を

担
っ
て
い
る
実
態
は
な
い
か
。

村
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

中
に
は
、広
報
業
務
や
伊
保
内

高
校
支
援
業
務
、保
健
福
祉
業

務
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
隊
員
も
い
る
。

　

協
力
隊
の
募
集
や
着
任
後
の

担
当
業
務
を
決
め
る
際
に
は
、隊

員
の
希
望
を
聞
い
て
お
り
、一
方

的
に
役
場
側
か
ら
業
務
を
指
示

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、本
人
の

納
得
の
も
と
、業
務
に
従
事
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

協
力
隊
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
、役
場
の
正
職
員
だ
け
で
は

進
ま
な
かっ
た
分
野
に
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
大
い
に
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
は
２
年
目
を
迎
え
、一
人
ひ

と
り
が
独
自
の
活
動
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、連
絡
調
整
、

活
動
支
援
を
目
的
と
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
を
村
職
員
１
名
、村

民
１
名
で
支
え
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２

年
目
の
今
年
度
は
、協
力
隊
の

研
修
や
活
動
を
受
け
入
れ
て
い

る
事
業
者
等
と
協
議
会
を
発
足

さ
せ
、円
滑
な
活
動
を
促
進
す

る
た
め
の
連
絡
調
整
の
場
を
設

け
た
。

　

協
力
隊
の
中
に
は
、既
に
自

分
の
活
動
の
方
向
を
見
出
し
、

主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
隊
員

も
い
る
。日
常
的
に
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
、活
動
を
支
援
し
て

い
く
。

ま
ず
は
村
政
懇
談
会
と
し
て
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

人
口
減
少
が
課
題
の
中

で
、若
者
世
代
が
新
た
に
住
宅

を
建
築
を
す
る
こ
と
も
重
要
に

な
る
。建
築
許
可
な
ど
、自
治

体
側
と
し
て
壁
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

村
長　

村
と
し
て
も
人
口
減
少

の
課
題
に
取
り
組
む
う
え
で
、若

者
世
代
の
住
宅
建
築
に
よ
る
移

住
、定
住
促
進
は
、重
要
と
認
識

し
、必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

問　

役
場
組
織
の
運
営
に
係

る
有
資
格
者（
安
全
運
転
管

理
者
、防
火
管
理
者
、衛
生
管

理
者
等
）の
配
置
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

村
長　

一
定
の
施
設
規
模
、あ

る
い
は
従
業
員
を
抱
え
る
場
合

は
、事
業
所
と
し
て
各
種
管
理

者
の
選
任
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
。

　

安
全
運
転
管
理
者
に
つ
い
て

は
、従
来
か
ら
総
務
課
長
が
県

公
安
委
員
会
で
行
う
講
習
に
参

加
し
、資
格
要
件
を
満
た
す
よ

う
努
め
て
き
た
。ま
た
、運
転
手

の
職
に
あ
る
者
の
中
か
ら
１
名

を
副
安
全
運
転
管
理
者
に
配
置

し
て
い
る
。

　

衛
生
管
理
者
に
つ
い
て
は
、資

格
を
有
す
る
保
健
師
を
選
任
し

て
い
る
。近
年
、メ
ン
タ
ル
面
を
理

由
と
し
た
中
途
退
職
者
や
休
職

者
が
出
て
お
り
、衛
生
管
理
者
の

責
務
は
増
す
ば
か
り
だ
。

　

職
員
の
健
康
面
を
含
め
、人

事
管
理
を
担
う
総
務
課
職
員
の

資
格
取
得
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

　

防
火
管
理
者
に
つ
い
て
は
、村

が
所
有
す
る
一
定
規
模
の

防
火
対
象
物
に
関
し
て
、

消
防
計
画
と
合
わ
せ
た
形

で
、す
べ
て
配
置
し
て
い
る
。

問　
法
令
等
に
基
づ
く
消

防
訓
練
や
設
備
点
検
等
の

実
施
状
況
は
ど
う
か
。

村
長　

消
防
設
備
点
検

に
つ
い
て
、必
要
と
さ
れ
る

施
設・建
物
は
、専
門
業
者

に
委
託
を
し
、年
間
を
通

じ
て
必
要
な
回
数
を
実
施

し
て
い
る
。そ
の
際
に
不
良

箇
所
等
の
指
摘
事
項
が

あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に

改
善
に
努
め
て
い
る
。

坂本豊彦 議員

役場に必要な有資格者の配置
状況について
村長▶必要な資格者はそれぞれ配置している

一
般
質
問

問　
第
３
次
九
戸
村
総
合
発
展

計
画
で
、ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、住

宅
環
境
整
備
と
パ
ー
ク
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

村
長　

村
の
第
３
次
総
合
発
展

計
画
の
住
宅・環
境
プ
ロ
ジェク
ト

で
は
、「
誰
も
が
住
み
続
け
た
い

九
戸
村
」を
目
指
し
て
、住
宅
整

備
と
自
然
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

住
宅
の
整
備
は
、不
動
産
の
流

動
化
を
促
進
し
、未
利
用
地
や

空
き
家
の
有
効
活
用
と
、村
営

住
宅
の
整
備
及
び
利
用
方
法
の

見
直
し
、移
住・定
住
に
係
る
住

居
費
用
等
の
計
画
に
助
成
を
掲

げ
て
い
る
。

　
パ
ー
ク
ビ
レッ
ジ
構
想
は
、全
村

を
公
園
に
見
立
て
て
美
し
い
村

を
作
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も

の
で
あ
り
、公
園
の
整
備
に
止
ま

ら
ず
村
民
の
環
境
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
、豊
か

な
自
然
環
境
を
体
験
す
る
企
画

な
ど
に
よ
り
、村
内
外
の
皆
さ
ん

に
美
し
い
村
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思

う
。

問　

村
民
が
主
役
と

な
っ
て
村
政
に
関
わ
っ
て

い
く
た
め
に
は
、明
確
な

ま
ち
づ
く
り
構
想
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

村
長　
「
ま
ち
づ
く
り

構
想
」と
は
、公
園
や
住

宅
地
、商
業
地
な
ど
の
将

来
の
土
地
利
用
を
含
め

た
構
想
の
提
案
と
受
け

止
め
た
が
、ぜ
ひ
、そ
の
提

案
に
沿
っ
て
構
想
の
イ

メ
ー
ジ
等
を
整
理
し
て
、

山下　勝 議員

パークビレッジ構想は
どのようなものか
村長▶全村を公園に見立てて美しい村を
　　　つくりたい

一
般
質
問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
サ
ポ
ー
ト
は

　

一
方
で
、役
場
庁
舎
に
お
け

る
消
防
訓
練
は
、長
期
に
わ
た

り
実
施
し
て
い
な
い
状
況
だ
。

昨
今
、職
員
数
の
減
少
の
中
で
、

各
部
署
と
も
当
然
な
が
ら
公
務

を
最
優
先
す
る
必
要
が
あ
り
、

役
場
一
斉
で
の
訓
練
に
充
て
る

時
間
、日
程
調
整
に
苦
労
し
て

お
り
、な
か
な
か
実
施
に
至
ら
な

かっ
た
と
い
う
の
が
実
態
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、災
害
に
備
え

た
大
切
な
訓
練
で
あ
り
、今
後

は
、日
常
業
務
を
遂
行
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、事
業
所
と
し
て

の
立
場
か
ら
も
遺
漏
の
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、耐

震
化
に
向
け
た
計
画
策
定
と
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

村
長　

水
道
事
業
所
で
は
、平

成
30
年
度
に
九
戸
村
水
道
事
業

経
営
戦
略
を
策
定
し
、現
状
と

課
題
を
踏
ま
え
令
和
10
年
度
ま

で
の
経
営
計
画
を
立
て
、現
在
、

施
設
整
備
及
び
管
路
更
新
工
事

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。　

　

管
路
更
新
工
事
の
令
和
３
年

度
時
点
で
の
状
況
は
、耐
震
化
率

は
14・9
％
と
な
って
い
る
。

　

今
後
と
も
計
画
的
に
老
朽
管

更
新
工
事
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、令
和
10
年
度
に
は
耐

震
化
率
を
24・3
％
ま
で
引
き
上

げ
る
目
標
と
な
って
い
る
。

問　
村
営
住
宅
整
備
に
向
け
た

計
画
策
定
の
状
況
は
ど
う
か
。

村
長　

現
在
の
村
営
住
宅
は
、

平
成
元
年
度
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、30
年
以
上
が
経
過
し
て
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、維
持
管
理

に
お
い
て
も
年
々
修
繕
箇
所
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

既
存
住
宅
の
整
備
計
画
の
方

針
と
し
て
は
、入
居
者
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、住
宅
の
長

寿
命
化
を
進
め
て
居
住
機
能
の

維
持
を
図
って
い
く
。

　

ま
た
、現
在
の
入
居
者
の
状
況

は
、入
居
募
集
を
複
数
回
行
って

か
ら
入
居
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

空
室
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、現
在
の
入
居
要

件
で
の
新
規
住
宅
整
備
計
画
は

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

事
業
計
画
の
策
定
と
進
捗
状
況
は

花だんづくりを通じて美しい村づくりを進めている花だんづくりを通じて美しい村づくりを進めている
資格者の配置と適正な管理に努めている資格者の配置と適正な管理に努めている
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保大木信子 議員

村民アンケートの結果をどの
ように捉えたか
村長▶村民は様々な意見を持っていること
　　　を再確認

一
般
質
問

大﨑優一 議員

村長の任期の折り返しを迎え、
評価と残る任期の意気込みは
村長▶残りの任期を全身全霊を傾けて
　　　村づくりに取り組む

一
般
質
問

問　
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

受
け
て
、今
後
の
教
育
環
境
整

備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

村
長　

以
前
の
小
中
一
貫
校
に

統
合
す
る
と
い
う
方
針
が
白
紙

に
戻
さ
れ
て
か
ら
既
に
２
年
以
上

が
経
過
し
た
今
に
な
って
も
具
体

的
な
方
向
性
が
見
い
だ
さ
れ
て
い

な
こ
と
は
、コロ
ナ
禍
の
状
況
が
あ

り
、思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た

結
果
と
し
て
、申
し
訳
な
い
気
持

ち
だ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、私
は
従
来

か
ら
住
民
の
納
得
を
得
る
こ
と
、

合
意
形
成
が
肝
心
だ
と
申
し
上

げ
て
き
た
。

　

ま
た
、令
和
元
年
12
月
の
村
議

会
で
可
決
さ
れ
た「
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
決
議
」で
も「
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
は
、住
民
の
意

見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
な

か
っ
た
も
の
で
あ
り
、村
民
は
理

解
で
き
て
い
な
い
こ
と
。小
中
一

貫
校
は
白
紙
撤
回
を
も
って
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
行
政
区
等
か
ら
広
く
意
見

を
聴
き
、議
論
を
尽
く
し
た
上
で

学
校
環
境
の
整
備
を
進
め
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
」と
あ
る
。

　

今
後
の
説
明
会
等
の
開
催
に

あ
たって
は
、こ
う
し
た
こ
と
を
十

分
に
尊
重
し
て
、丁
寧
か
つ
迅
速

に
進
め
て
も
ら
う
よ
う
教
育
委

員
会
の
行
政
手
腕
に
期
待
し
て

い
る
。

型
林
業
へ
の
取
り
組
み
を
開
始

し
、オ
ド
デ
館
の
改
修
整
備
も
進

め
て
い
る
。

　

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、エ
ア

コ
ン
の
設
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
の

教
育
機
器
の
整
備
、伊
保
内
高

校
の
生
徒
確
保
支
援
、奨
学
金

や
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
医
療
費
助
成
の
拡
充
、

地
域
振
興
交
付
金
も
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
も
完

成
し
、二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

に
向
け
て
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。　　

　

残
さ
れ
た
任
期
は
、１
年
10
カ

月
あ
ま
り
、村
民
に
約
束
し
た
村

に
少
し
で
も
近
づ
い
て
い
け
る
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
、全
身
全

霊
を
傾
け
て
村
づ
く
り
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
。

問　

持
続
可
能
で
良
質
な
教

育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
村
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
み

て
、村
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
た
の
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、中
学
生
以

上
が
対
象
で
、こ
れ
が
村
民
の

声
と
考
え
る
が
、小
学
校
統
合

を
望
む
声
が
多
か
っ
た
と
捉
え

た
が
、村
長
の
捉
え
方
は
ど
う

か
。

村
長　

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

批
判
の
多
く
は
、未
だ
に
学
校

再
編
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
の
中
で
、

学
校
再
編
を
進
め
る
べ
き
か
と

の
選
択
肢
に
対
し
て
は
、肯
定

的
な
回
答
が
多
く
を
占
め
て
い

る
が
、全
村
で
１
つ
に
す
る
の
か
、

２
つ
に
す
る
の
か
、３
つ
に
す
る
の

か
、ま
た
別
の
形
で
の
再
編
統
合

な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
も
事
実
だ
。

　

ま
た
、「
わ
か
ら
な
い
」と
答
え

た
方
も
多
く
あ
っ
た
。ま
た
、少

人
数
授
業
で
指
導
が
行
き
届
い

て
い
る
な
ど
、良
い
と
感
じ
て
い

る
方
も
多
く
あ
っ
た
。

　

自
由
記
載
欄
に
は
、

全
体
的
に
百
人
百
様

の
意
見
が
あ
り
、村
民

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

お
持
ち
で
あ
る
と
再
確

認
し
た
と
こ
ろ
だ
。や
は

り
、慎
重
で
丁
寧
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
再

認
識
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、住

民
の
納
得
を
得
る
、合

意
形
成
が
肝
心
だ
と
従

来
か
ら
申
し
上
げ
て
き

た
。教
育
委
員
会
に
は
、

今
後
の
説
明
会
等
の
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、丁
寧

か
つ
迅
速
に
進
め
て
も
ら

う
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

問　
村
長
は
、４
月
20
日
に
任

期
の
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た

が
、振
り
返
っ
て
、こ
れ
ま
で
の

成
果
と
反
省
点
は
何
か
。ま

た
、残
る
任
期
の
意
気
込
み
を

伺
う
。

村
長　

令
和
２
年
４
月
に
村
長

に
就
任
以
来
、コロ
ナ
禍
の
も
と
、

村
内
外
を
含
め
て
人
と
会
っ
て

活
動
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
き
な
かっ
た
。こ
の
２
年
余
り
の

感
想
と
し
て
は
、不
完
全
燃
焼
と

い
う
感
じ
が
一
番
強
い
。

　

特
に
も
教
育
環
境
整
備
の
関

係
で
、当
初
の
想
定
で
は
、令
和

２
年
度
中
に「
講
演
会
」、「
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
」、「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」等
を
複
数
回
開
催
し
、村

民
の
理
解
を
深
め
た
上
で
、村
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、令
和
３

年
度
上
半
期
に
は
、方
向
性
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
が
、不
本
意
な
経
過

と
な
って
い
る
こ
と
は
残
念
に
思
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、実
施
可
能
な
も
の
は

着
実
に
進
め
て
き
た
。　

　

具
体
的
に
は
、移
住・定
住
の

専
門
部
署
で
あ
る
Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略

室
を
設
置
し
、行
政
需

要
の
変
化
に
対
応
し
た

組
織
改
革
が
で
き
た
。

　

ま
た
、若
者
定
住
促

進
住
宅
の
入
居
要
件

の
見
直
し
や
移
住
奨

励
金
を
創
設
し
、人
口

減
少
対
策
を
強
化
し

た
。さ
ら
に
は
、給
食
費

無
料
化
や
村
単
独
の

子
ど
も
手
当
の
創
設
、

75
歳
以
上
の
バ
ス
代
無

料
化
、子
育
て
支
援
や

高
齢
者
支
援
も
強
化

し
て
き
た
。

　

産
業
振
興
で
は
、甘

茶
を
使
っ
た
新
規
加
工

食
品
の
開
発
や
自
伐

教
育
環
境
の
実
態
に
つ
い
て

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
を
配
布
し
、そ
の
後
に
つ
い

て
の
村
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。村
総
合
教
育
会
議
を
開

き
、早
急
に
方
向
性
を
示
す
こ

と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く

れ
た
村
民
へ
の
誠
意
だ
。早
急

に
教
育
環
境
整
備
の
方
向
性
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

教
育
委
員
会
で
作
成

し
た
方
策
案
を
も
っ
て
住
民
へ
の

説
明
を
行
い
、村
民
の
十
分
な

理
解
と
合
意
の
も
と
に
方
向
性

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　

村
総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

は
、今
議
会
終
了
後
に
早
々
に

招
集
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い

る
の
で
、そ
の
会
議
の
場
で
も
教

育
委
員
会
が
作
成
す
る
教
育
環

境
整
備
の
方
針
案
や
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

村
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

問　
６
カ
月
か
ら
の
乳
児
の
受

け
入
れ
に
対
し
て
の
環
境
改

善
、受
け
入
れ
人
数
の
確
保
の

必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

村
内
保
育
園
で
の
乳
児

の
受
け
入
れ
は
、伊
保
内
保
育
園

の
み
で
、現
在
６
名
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
、保
護
者
に
負
担

を
か
け
る
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
た
め
に
も
、出
生
届
出
後
の
保

健
師
の
訪
問
や
ア
ン
ケ
―
ト
な

ど
で
、保
育
園
利
用
に
関
す
る

要
望
確
認
を
実
施
し
て
、早
期
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
、受
け

入
れ
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
土
曜
保
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

村
長　

土
曜
保
育
は
、現
在
、３

つ
の
保
育
園
で
行
って
お
り
、３
園

の
利
用
園
児
数
は
24
人
、全
体

園
児
数
の
約
４
分
の
１
が
利
用
し

て
い
る
。今
後
も
、徐
々
に
利
用

者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

土
曜
保
育
も
含
め
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、保
護
者
の

希
望
に
そ
っ
た
形
で
、変
更
を
加

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

保
育
環
境
に
つ
い
て

村民の安全・安心に大きな役割を果たしている九戸分署村民の安全・安心に大きな役割を果たしている九戸分署
次代を担う子どもの教育環境が村の大きな課題となっている次代を担う子どもの教育環境が村の大きな課題となっている
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久保えみ子 議員

物価高から暮らしを守る対策
はどうか
村長▶補正予算案に村独自の施策を
　　　計上した

一
般
質
問

問　
現
在
の
経
済
状
況
で
は
、

県
北
に
優
良
企
業
の
誘
致
は
困

難
と
さ
れ
て
い
る
が
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
な
ど
に
よ
り
国
内
で
物

づ
く
り
が
進
む
と
み
ら
れ
る
。

　
本
村
の
県
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
周
辺
は
、企
業
の
進
出
に

県
北
一
番
の
立
地
条
件
を
備
え

て
い
る
と
思
う
。第
２
工
業
団

地
を
造
成
し
、県
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、企
業
の
誘
致
促
進

を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、村

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

新
型
コロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
影
響
に
よ
り
、多
く
の
企
業

は
国
内
に
製
造
拠
点
等
を
戻
す

こ
と
に
積
極
的
で
、県
の
企
業
誘

致
担
当
課
に
も
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

　

ま
た
、最
近
で
は
、物
流
関
係

や
電
力
関
係
の
問
い
合
わ
せ
も

増
え
て
お
り
、Ｉ
Ｔ
関
連
で
は
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
入
居
希
望

も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と

で
、本
村
で
も
企
業
立
地
の
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

工
業
団
地
の
新
た
な
造
成
は
、

技
術
的
に
も
十
分
可
能
と
思
わ

れ
る
が
、工
業
団
地
の
造
成
費
用

は
市
町
村
が
捻
出
す
る
必
要
が

あ
り
、そ
れ
を
ど
う
捻
出
す

る
か
と
い
う
点
、工
業
団
地

造
成
に
伴
う
投
資
効
果
が
ど

の
程
度
見
込
ま
れ
る
か
。そ

し
て
、村
内
へ
の
立
地
を
希

望
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
か

な
ど
、十
分
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、現
在
、企
業
が
課

題
と
し
て
い
る
労
働
力
の
確

保
が
本
村
で
十
分
可
能
か
な

ど
、総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

岩
手
県
等
と
も
情
報
共

有
を
行
い
、課
題
や
計
画
を

整
理
し
な
が
ら
、企
業
の
誘

致
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

古舘　巖 議員

第２工業団地を造成し
企業誘致を進めるべき
村長▶計画を整理しながら取り組んでいく

一
般
質
問

長
興
寺
地
区
の
国
道
整
備
ど
う
進
め
る
か

問　
村
で
一
番
、交
通
量
が
多

く
、大
型
車
が
右・左
折
す
る
危

険
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
村
道

長
興
寺
雪
屋
細
屋
線
と
の
十
字

路
交
差
点
に
つ
い
て
、安
全
確

保
の
た
め
国
道
部
分
を
３
車
線

に
す
る
よ
う
に
、県
に
強
く
働

き
か
け
る
べ
き
だ
。

村
長　

指
摘
の
交
差
点
は
、国

道
３
４
０
号
と
そ
の
西
側
の
主
要

地
方
道
一
戸
山
形
線
、東
側
の

村
道
長
興
寺
雪
屋
細
屋
線
が
交

わ
る
十
字
路
で
、特
に
大
型
車
両

が
多
く
交
差
す
る
場
所
だ
。

　

し
か
し
、未
改
良
で
あ
り
、安

全
安
心
な
通
行
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。特
に
も
、村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
関
係
施
設
へ

の
大
型
車
両
が
多
く
通
る
重
要

な
場
所
で
あ
り
、交
差
点
の
改
良

は
重
要
だ
。

　

こ
の
状
況
か
ら
、本
年
度
、岩

手
県
に
早
期
の
事
業
化
に
向
け

た
要
望
を
行
い
た
い
。

村
の
航
空
写
真
を
訂
正
す
べ
き

問　
村
で
使
用
し
て
い
る
航
空

写
真
の
中
で
、大
字
雪
屋
第
３

地
割
の
久
慈
市
と
の
境
界
付
近

の
写
真
が
現
地
と
違
う
写
真
に

な
っ
て
い
る
。確
認
の
上
、早
急

に
訂
正
す
べ
き
だ
。

村
長　
指
摘
の
あ
っ
た
場
所
の
写

真
は
、修
正
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、岩
手
県
二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー

が
昨
年
度「
砂
防
基
盤
図
作
成
事

業
」で
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
無

償
で
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
、最
新
の
も
の
で
更
新
す
る
こ
と

が
可
能
と
なった
。

　

航
空
写
真
は
、最
新
の
も
の
を

利
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

村
単
独
で
航
空
写
真
を
撮
影
し
た

場
合
は
相
当
の
事
業
費
と
な
る
こ

と
か
ら
、写
真
の
更
新
に
踏
み
切
れ

ず
、長
年
の
課
題
と
なって
い
た
。

　

今
後
は
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
よ

る
撮
影
や
写
真
技
術
の
発
達
な
ど

に
よ
り
、安
価
で
正
確
な
画
像
が

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
、村
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

の
有
効
活
用
と
管
理
に
務
め
て
い

き
た
い
。

大型車の通行量も多い長興寺地区の交差点大型車の通行量も多い長興寺地区の交差点

問　

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
と

営
業
に
襲
い
か
か
っ
て
い
る
。

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守

る
対
策
を
村
で
は
、ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

現
在
、コロ
ナ
禍
に
よ
る

経
済
へ
の
影
響
が
続
い
て
い
る
中

で
、円
安
、原
油
や
穀
物
等
の
物

価
上
昇
も
加
わ
り
、食
料
品
、

肥
料
や
畜
産
飼
料
、燃
料
な
ど

の
高
騰
を
招
い
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
の
中
で
、今
回
の
補

正
予
算
案
に
村
独
自
施
策
と
し

て「
物
価
高
騰
対
策
生

活
応
援
給
付
金
」を
計

上
し
、物
価
高
騰
に
対
し

村
民
の
暮
ら
し
を
守
る
観

点
か
ら
、す
べ
て
の
村
民
に

一
人
当
た
り
５
０
０
０
円

を
給
付
し
、住
民
税
非
課

税
世
帯
に
は
、加
え
て
１

世
帯
当
た
り
５
０
０
０
円

を
世
帯
加
算
と
し
て
給

付
す
る
。さ
ら
に
、子
育
て

世
帯
に
は
、「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
支
援
給
付

金
」を
計
上
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
対
策
を
講
じ

る
こ
と
に
よ
り
、村
民
の

暮
ら
し
を
応
援
す
る
と
と

も
に
、村
内
経
済
の
底
上

げ
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
も
経
済
状
況
等
を
十

分
に
見
極
め
な
が
ら
、村
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、今
後
の
取
り
組
み
を
ど
の

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
す
る

若
者
か
ら「
就
農
す
る
際
の
補

助
が
あ
れ
ば
助
か
る
」と
い
う

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

補
助
対
象
作
物
を
拡
大
し

て
支
援
し
て
い
く
べ
き
だ
。

村
長　
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
つ
い
て

は
、農
家
か
ら
菌
床
椎
茸
ハ
ウ
ス

の
整
備
要
望
が
あ
り
、今
年
度
に

県
補
助
事
業
の「
い
わ
て
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
支
援

事
業
」を
申
請
し
て
、現
在
、手

続
き
を
進
め
て
い
る
。

　

菌
床
代
の
助
成
と
し
て
、規
模

拡
大
や
新
規
の
栽
培
者
は
Ｊ
Ａ

全
農
い
わ
て
園
芸
産
地
確
立
事

業
で
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。さ
ら
に
、新
た
な
就
農
者

へ
の
助
成
と
し
て
、九
戸
村
産
業

活
性
化
支
援
助
成
金
の
新
規

創
業
者
枠
の
活
用
も
で
き
る
。

　

村
で
は
、昨
年
度
か
ら
体
制

を
強
化
し
、農
業
者
の
要
望
に

対
し
て
取
り
組
み
が
可
能
な
補

助
事
業
の
提
案
や
農
業
全
般
に

わ
た
る
助
言
を
行
っ
て
お
り
、今

後
と
も
相
談
件
数
が
増
え
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
努
め
て
い
き

た
い
。

物価高により家計は厳しさを増している物価高により家計は厳しさを増している

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

村
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
は
、新
規
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
の
感
染
の
再
拡
大
を
防
ぐ

に
は
、こ
れ
ま
で
同
様
に
感
染
対

策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、場
面
に
応
じ

た
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
、

室
内
の
換
気
な
ど
、基
本
的
な

感
染
対
策
を
引
き
続
き
行
う
こ

と
が
重
要
だ
。こ
の
基
本
的
な

感
染
対
策
の
継
続
に
つ
い
て
、全

戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、村
民
に

も
周
知
し
て
い
る
。

　

ま
た
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
４
回
目
の
集
団
接
種

に
つ
い
て
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、村
民

が
少
し
で
も
安
心
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
感
染
対
策

に
関
す
る
周
知
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
機
会
提
供
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の

取
り
組
み
は
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先
ず
も
っ
て
、議
会
だ
よ
り
の
発
行

が
遅
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、10
月
１
日
は
村
民
待
望
の
産

直
施
設
オ
ド
デ
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。当
日
は
、天
候

に
も
恵
ま
れ
、駐
車
場
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。今
後
も
村
の
発
信
拠
点
と
し

て
、村
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な

る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。　

　
ま
た
、オ
ド
デ
館
か
ら
西
側
を
見
る

と
、風
力
発
電
施
設
が
そ
び
え
立
ち
ま

す
。ま
た
一
つ
、村
の
シ
ン
ボ
ル
の
誕
生

で
す
。
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あ

と

が

き

オドデ館は村の情報発信の
施設としても期待されます。

伊保内小学校 ６年

畑
はたなか

中　琉
る あ

愛さん

私たちの
村の未来

伊保内小学校 ６年

立
たちばな

花　蒼
そ う た

大さん

ぼくが考える
村の未来

　

ぼ
く
は
今
年
の
四
月
に
伊

保
内
小
学
校
に
転
校
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、九
戸
村
の
特
産
物

や
有
名
な
店
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
ん

な
九
戸
村
の
す
ご
い
と
感
じ
た

こ
と
と
、自
分
な
り
に
考
え
た

九
戸
村
の
未
来
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

九
戸
村
に
来
て
、ま
ず
一
番

に
す
ご
い
と
感
じ
た
こ
と
は
、

鶏
肉
の
お
い
し
さ
で
す
。初
め

て
食
べ
た
の
は
、あ
る
お
店
で

転
校
祝
い
を
し
た
と
き
で
し

た
。そ
の
と
き
は
、今
ま
で
食
べ

た
鶏
肉
の
中
で
一
番
お
い
し
く

て
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
は
、毎
回
そ
の

お
店
に
行
く
た
び
に
そ
れ
を
た

の
ん
で
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、九
戸
村
に
、に
な
っ

て
ほ
し
い
。し
て
ほ
し
い
と
思

う
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、鶏
肉
に
つ
い
て

で
す
。こ
ん
な
に
も
お
い
し
い

の
に
、な
ぜ
全
国
に
広
ま
ら
な

い
の
か
不
思
議
で
す
。だ
か

ら
、キ
ン
グ
オ
ブ
チ
キ
ン
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、

最
高
に
お
い
し
い
鶏
肉
が
い
つ

か
全
国
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、九
戸
村
の
こ
の

広
大
な
自
然
に
つ
い
て
で
す
。

今
は
土
地
の
確
保
や
道
路
建

設
の
た
め
に
、森
の
木
を
切
る

な
ど
し
て
自
然
が
減
っ
て
い
っ

て
い
ま
す
。ぼ
く
は
、九
戸
村

に
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
広
大
な

自
然
を
美
し
い
ま
ま
残
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
九
戸
村

は
、自
然
が
豊
か
で
、住
ん
で
い

る
人
達
は
と
て
も
や
さ
し
い
で

す
。朝
は「
お
は
よ
う
。」と
、帰

り
に
は「
お
か
え
り
な
さ
い
。」

と
言
って
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
九
戸
村
の
未
来
は
、

す
ご
く
い
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。住
ん
で
い
る
人
達

の
あ
い
さ
つ
が
今
よ
り
も
も
っ
と

あ
ふ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。自

然
を
生
か
し
て
、ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

が
つ
く
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、ス
キ
ー
場
は

も
う
少
し
大
き
く
し
て
、よ
り

安
全
に
遊
べ
た
ら
、今
よ
り
も

も
っ
と
楽
し
い
は
ず
で
す
。

　
で
も
、こ
の
よ
う
な
未
来
に
す

る
た
め
に
は
、私
た
ち
も
何
か
す

る
こ
と
が
あ
る
と
、私
は
考
え
ま

し
た
。あ
い
さ
つ
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、今
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
達
に
あ
い
さ
つ
し

て「
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
こ
ん
な

に
気
持
ち
が
よ
く
な
る
ん
だ
。」

と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。そ
れ
か

ら
、ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
木
が
な
い

と
で
き
な
い
の
で
、木
を
勝
手
に

切
ら
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
た

り
、は
り
紙
を
し
た
り
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。子
供
だ
け
で

は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

い
い
未
来
を
つ
く
る
の
で
あ
れ

ば
、村
の
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
願
い
を
か
な
え
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
九
戸
の
自
然
を
大

切
に
し
て
、住
ん
で
い
る
人
達
で

よ
り
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
っ

て
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

令
和
５
年
１
月
18
日
発
行

く
の
へ
議
会
だ
よ
り
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